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⽬的・背景・⽅法
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⼈⽂学コミュニケーションの解明に向けて

本研究は、既存の⾃⼰啓発メディア研究に依拠しながら、2010年代前半にNHKで
放送された哲学を主題としたテレビ番組、あるいは哲学者出演のテレビ番組（以下、
哲学番組）の内容分析を試みることで、⼈⽂学コミュニケーションの特質を哲学に
即して解明することである。
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⽬的



2010年代前半の哲学ブーム

（A）⼀般の市⺠にとり、組織化された形で哲学に触れる機会として、例えば⾼等学
校公⺠科の授業、あるいは⼀般向けの哲学書のほかに、テレビ放送を上げることがで
きる。これらを総じて「哲学メディア」と称することができるとして、2010年代の哲
学ブーム、哲学メディアを取り上げた新聞記事は、そのブームの原因の⼀つが哲学者
マイケル・サンデルの出演した『ハーバード⽩熱教室』（NHK教育テレビジョン、
2010年、以下「⽩熱教室」）だったことを伝えている。
（B）哲学者⾃⾝によっても、2010年代前半の「哲学」ブームの存在は陰に陽に指摘
されてきた。そこで⾔われる哲学は「ポピュラー哲学」、すなわち「哲学の⾮専⾨家
による、哲学のより平易な⼊⾨書や哲学書」（稲井 2019a）を媒介として流通してい
る知識であり、かつ、「2010年代の哲学ブームの背景の⼀つとして、いわゆる「⾃⼰
啓発」として哲学を受容する層の存在を挙げることができる」（稲井 2019b）とも⾔
われる。
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背景



ブームの⽕元マイケル・サンデルーー朝⽇新聞系列メディアを例に

⽶国の政治哲学者、マイケル・サンデルの「これからの『正義』の話をしよう」が３０万部を超えた。哲学
書がこれほど売れるのは珍しい。各紙誌で記事が現れている。
（2010年08⽉26⽇ 朝⽇新聞朝刊 19⾯ 東浩紀「論壇時評建設的な哲学 ネット共同体に未来⾒る」）

ＮＨＫ教育テレビで４⽉から６⽉まで放映され、かなり視聴率をとった「ハーバード⽩熱教室」の授業内容
をもとにした『これからの「正義」の話をしよう』（早川書房）がベストセラーになり、「サンデル・ブー
ム」というべき現象となっている。
（2010年12⽉09⽇ 朝⽇新聞⼣刊（名古屋）7⾯ 菊池理夫「「⽩熱教室」サンデルの政治哲学 「善き社会」再建のヒント」）
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出版コンサルタントの⼟井英司さんは、池上⼈気はこれまでのビジネス書ブームとは⼀線を画すと指摘する。
（…）時を同じくして、マイケル・サンデルやドラッカー、ニーチェなど哲学や経営学の根本を考える書籍
も⼈気だ。
（2010年09⽉20⽇ アエラ 26ページ「そうだったのか！池上彰⼈気 “伝える⼒”の源泉は」）

背景A



ビジネス書≒⾃⼰啓発書（増⽥ 2000）受容と哲学ブーム
背景B
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哲学本が売れ始めたきっかけは、『超訳 ニーチェの⾔葉』などが「哲学思想」棚ではなく「ビジ
ネス」の棚に置かれるようになったからとも⾔われる。哲学本が売れる理由。それは、哲学が実⽤
だからなのだろう。
（2015年4⽉19⽇ 朝⽇新聞朝刊 13⾯ 「（売れてる本）『哲学⽤語図鑑』 ⽥中正⼈〈著〉、斎藤哲也〈編集・監
修〉」）

出版コンサルタントの⼟井英司さんは、池上⼈気はこれまでのビジネス書ブームとは⼀線を画すと
指摘する。（…）時を同じくして、マイケル・サンデルやドラッカー、ニーチェなど哲学や経営学
の根本を考える書籍も⼈気だ。
（2010年09⽉20⽇ アエラ 26ページ「そうだったのか！池上彰⼈気 “伝える⼒”の源泉は」）

幸福論がブームになっている。（…）マイケル・サンデルのベストセラー『これからの「正義」の
話をしよう』も、政治哲学の形をかりた幸福論だ。（…）ショーペンハウアーの『幸福について』
には、⽕付け役がいる。劇作家の本⾕有希⼦さんがテレビで付箋だらけの本を紹介すると爆発的に
売れ始め、９万５千部の増刷が急遽決まった。
（2012年07⽉02⽇ 週刊アエラ 53ページ名著で読み解く、幸福とは何か ラッセル、アランから業⽥良家まで）



問題の所在・⽅法
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哲学番組の内容と⾃⼰啓発との関係

（1）テレビ放送を通じて哲学者⾃⾝によって語られた哲学の内容については検討が
なされていない。

（2）実際にそこで⾔われる哲学がいわゆる⾃⼰啓発としてどれほど受容されうるの
か、既往研究に即して⽰されているとはいいがたい。

8

問題の所在



⾃⼰啓発研究の分析枠組みに依拠した哲学番組の内容分析

以上を踏まえ、本研究ではNHK番組アーカイブス学術利⽤トライアルを利⽤し、当該
期間に放映された4件の番組を視聴、「⽩熱教室」を中⼼に分析を加える。その⼿法とし
ては、メディア研究で広く⽤いられてきた内容分析（content analysis）にならい、理論
的枠組みとして、現代⽇本を対象とした⾃⼰啓発研究に依拠した。具体的には、ミシェ
ル・フーコー（M. Foucault）の「⾃⼰のテクノロジー」・「⾃分⾃⾝を構成する流儀」
等概念に由来し、牧野（2012）によって⽰された⾃⼰啓発メディアが特徴的に有する４
つのコード、すなわち1）倫理的素材（対象としての内的諸特性）、2）服従化の様式
（技術的処理における諸権威の差し込み）、3）倫理的作業（認識・管理・受容・肯定・
変⾰・表現・資質最⼤化対象としての⾃⼰の具現化）、4）⽬的論（「⾃⼰の⾃⼰との関
係」の⾃⼰⽬的化）によって番組内容の分析を試みた。
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⽅法



⾃⼰啓発メディアの機能と特徴項⽬ 牧野（2012）
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コード名 コードの意味 具体例（抜粋）
倫理的素材 対象としての内的諸特性 感情、潜在的能⼒、思考・⾏動習慣、脳内物質

服従化の様式 技術的処理における諸権威の差し
込み 科学的知識の参照、超越的存在の受容、成功者（芸

能⼈など）の模倣、専⾨家の意⾒聴取

倫理的作業 認識・管理・受容・肯定・変⾰・
表現・資質最⼤化対象としての⾃
⼰の具現化

将来設計、体調管理、仕事術の習得、⼼理テスト

⽬的論 「⾃⼰の⾃⼰との関係」の⾃⼰⽬
的化 幸福、健康、⾃⼰変⾰、「輝いた」⽣き⽅

1945年〜2011年の⾃⼰啓発書ベストセラー104冊、および就職⽤⾃⼰分析マニュアル、『an・an』、ほか
ビジネス誌の分析を通じて「内⾯の技術対象化」が進⾏したことを描き出す

内容分析（分析カテゴリーの設定によるテクストの内容の特徴抽出）



11

⾃⼰啓発メディアとは後期近代論が主張するような「⾃⼰の再帰的プロジェ
クト」を純粋な形態で促すものではなく、むしろ諸⽂脈における基底的参照項、
いわば「再帰性の打ち⽌まり地点」を⽰すことで、庇護された「⾃分探し」
「⾃分磨き」を、⽔路づけられた「⾃⼰の⾃⼰との関係」の調整を促すメディ
アだったのだという解釈を施すことができる。（…）つまり⾃⼰啓発メディア
とは、単に⾃⼰をめぐる問いを⼈々に突きつけ、「⾃⼰の再帰的プロジェク
ト」化を技術的に加速させるだけのメディアではなく、その技術的調整が⾏わ
れるにあたっての基底的参照項（再帰性の打ち⽌まり地点、より具体的には
「⾃分探し」や「⾃分磨き」を、あなたの場合ならここまですればいいよとい
う「答え」）と、それを提供してくれる権威を差し込み、またそれらを⾃明化
していくという両義的なメディアだと考えなければならないのである。（牧野
2012: 243）



分析・結果・考察
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番組名（回） 放送⽇時・期間 出演者
1 ハーバード⽩熱教室 2010年4⽉〜2010年9⽉ M.サンデル 2011年

〜2016年までサンデ
ル出演の続編

2 Ｑ〜わたしの思考探究〜 2011年1⽉〜2011年3⽉26⽇ 鷲⽥清⼀、⼊不⼆基
義、川本隆史、植村
恒⼀郎、⽵⽥⻘嗣

3 ⽩熱教室JAPAN 2010年11⽉21⽇〜2011年11⽉20⽇

4 新世代が解く！ニッポンのジレンマ 2012年1⽉1⽇〜2019年3⽉31⽇ 丸⼭俊⼀

5 ３．１１後を⽣きる君たちへ〜東浩紀 梅原猛に会いにいく〜 2012年3⽉26⽇ 東浩紀、梅原猛

6 哲⼦の部屋 2012年8⽉28⽇、2013年8⽉20⽇、2014年8⽉17
⽇・24⽇、2015年5⽉21⽇・28⽇

國分功⼀郎、千葉雅
也、⽯岡良治

7 あさイチ 「⼼スッキリ！！哲学のススメ」 2012年10⽉21⽇ ⼩川仁志

8 ⽇本⼈は何を考えてきたのか第１１回「近代を超えて〜⻄⽥幾多郎と京都学派〜」 2013年1⽉20⽇ 福岡伸⼀

NHK番組アーカイブス学術利⽤トライアルを通じて申請した当該期間における番組（視聴が許可された番組）



14

各回副題 レクチャー題 放送⽉⽇
第1回「殺⼈に正義はあるか？」 1 犠牲になる命を選べるか

2 サバイバルのための「殺⼈」 4⽉4⽇

第2回「命に値段はつけられるのか」 1 ある企業のあやまち
2 ⾼級な「喜び」 低級な「喜び」 4⽉11⽇

第3回「“富”は誰のもの？」 1 課税に「正義」はあるか
2 「私」を所有しているのは誰? 4⽉18⽇

第4回「この⼟地は誰のもの？」 1 ⼟地略奪に正義はあるか
2 社会に⼊る「同意」 4⽉25⽇

第5回「お⾦で帰るもの 買えないもの」 1 兵⼠は⾦で雇えるか
2 ⺟性売り出し中 5⽉2⽇

第6回「動機と結果どちらが⼤切？」 1 ⾃分の動機に注意
2 道徳性の最⾼原理 5⽉9⽇

第7回「嘘をつかない練習」 1 「嘘」の教訓
2 契約は契約だ 5⽉16⽇

第8回「能⼒主義に正義はない？」 1 フェアなスタートは何か?
2 何が我々にふさわしい報いなのか? 5⽉23⽇

第9回「⼊学資格を議論する 1 私がなぜ不合格?
2 最⾼のフルートは誰の⼿に 5⽉30⽇

第10回「アリストテレスは死んでいない」 1 ゴルフの⽬的は歩くこと?
2 奴隷制に正義あり? 6⽉6⽇

第11回「愛国⼼と正義どちらが⼤切？」 1 善と善が衝突する時
2 愛国⼼のジレンマ 6⽉13⽇

第12回「善き⽣を追求する」 1 同性結婚を議論する
2 正義へのアプローチ 6⽉20⽇
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イントロダクション（毎回の導⼊）
P 哲学と聞いただけで難しそうなんて⾔わないで。哲学は、ごく⾝近な設問から深めていくことができるんです。 様式

（後略）

第１話 レクチャー1
（中略）

P 〔哲学がそうであるところの〕⾃⼰認識におけるエクササイズ、⾃分をより深く知るための訓練として〔古典的名著を〕読むことには、ある種のリスクがあ
る…。

作業
⽬的

P
個⼈的なリスクと政治的なリスクだ。…なれ親しんだものが⾒慣れないものに変わってしまえば、それは2度と同じものにはなり得ない。⾃⼰認識とは、純
真さを失うようなものだ。不安を感じるだろうが、私たちは皆そんな思いを経験し、探究を続けてきた。この試みを難しく、しかし⾯⽩くしているのは、道
徳や政治哲学は物語であり、その物語がどこに連れて⾏ってくるかはわからないが、それが⾃分についての物語だということは分かっている、ということだ。
これが個⼈的なリスクだ。

素材
作業
⽬的

では、政治的なリスクはなんだろうか。本を読み、問題を議論することで、よりよい、責任感のある市⺠になれると、君たちに約束するのも⼀つの⽅法だ。
それによって君たちは、公共政策の前提を検討するようになり、⾃分の政治的判断に磨きをかけ、公共のことがらにより効率的に〔※ 原語では effectively〕
参加できるようになる。しかしこの約束は部分的にしか実現せず、違う結果に終わってしまうことが多い。政治哲学はほとんどの場合、そのようには機能し
て来なかったからだ。政治哲学は君たちを良い市⺠にするよりも、悪い市⺠にする危険性を秘めている。少なくとも、良い市⺠になる過程で⼀旦悪い市⺠に
なってしまう可能性がある。なぜかと⾔うと、哲学というものは、⼈に社会から距離を置かせ、衰弱させるような活動だからだ。ソクラテスの時代でもそう
だった。

作業
⽬的
様式

（中略）

P
カリクレスはこう続ける。「議論を捨てよ、⾏動的な⼈⽣の成果を学べ。気の利いた屁理屈に時間を費やしている⼈ではなく、善良な⽣活と評判と他の多く
のめぐみを持っている⼈を⼿本にせよ」。要するにカリクレスは、ソクラテスに、哲学なんかやめて、現実を⾒ろ、ビジネススクールに⾏け、と⾔っている
わけだ。カリクレスが⾔っていることも尤もだ。哲学は、私たちを常識や約束事、なんとなくそうだと信じていることに疑いを抱かせる学問だ。これは個⼈
的にも、政治的にもリスクである。

様式
⽬的

（中略）
〔〕：引⽤者

… ：3秒以上の間



結果
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・哲学の機能・定義（「哲学とは○○である」）についての語りの頻出
・作業および⽬的論の⼀体化

抽出語（抄録） ⾃⼰啓発メディアの特徴項⽬への該
当性

素材 「自分」、「自己認識」 対象としての自己そのもの 対象としての内的諸特性：○

様式 「 古典的名著」 哲学者による著書、箴言・格
言

技術的処理における諸権威の差し込
み：○

作業 「自己認識におけるエクサ
サイズ」

認識への働きかけ 認識・管理・受容・肯定・変革・表
現・資質最大化対象としての自己の
具現化：△

⽬的論 「社会から距離を置かせ、
衰弱させるような活動」

認識の変容、リスクの請け負
い

「自己の自己との関係」の自己目的
化：△
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・素材としての「⾃⼰（そのもの）」への関与
→⾃⼰の対象化

・講義でそれとなく⽰唆されているリーディング課題の存在やレジュメ
を批判的に検討する作業などが、テレビでは上映されない
→古典的名著や参照されるべき哲学者は所与であるようにみなされうる
→しばしば「哲学とは〇〇である」という定義論に伴う
→基底的参照項、その権威の⾃明化に対する反省の不可視化

・しかし、作業・⽬的論の負の側⾯を明⽰
→⾃⼰啓発メディアが呼びかける「（肯定的な価値を具備した）⾃⼰
の具現化」よりも、リスク、つまり「答え」を明らかにせず、その⾃⼰
への問いの再帰性を不断に促す「⾃⼰の抽象化」機能をもちうる

基底的参照項およびその権威の⾃明化という機制は⾒出せるか？
考察
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『あさイチ』（2012年10⽉21⽇ 8:15〜）
朝の帯番組 特集コーナー「⼼スッキリ！！哲学のス
スメ」

番組時刻（10:00=8:15） ナレーション キャプション 特記すべき被写体

10:11:21;29
ニーチェの本を持ち歩き、何度も読み直すという
凛々花さん
忙しいアイドルとしての⽇々ですが〜

須藤が持つニーチェ『悲劇の誕
⽣』の表紙（付箋）

様式
作業

10:11:31;05 〜ニーチェの深い⾔葉をきっかけに、⾃分を⾒つ
め直しています

下：アイドルが哲学！？
左右同上

様式
作業

10:11:40;09 アイドルってすごく、本当の⾃分を⾒失いがちと
いうか、 下：アイドルって本当の⾃分を⾒失いがち

10:11:46;20 ファンの⽅から求められる⾃分と、ちょっとすれ
違っちゃうときとか、 下：ファンの⽅から求められる⾃分とすれ違うとき

10:11:49;14〜10:11:51;02 ⾃分らしさって何だろうとか〜
〜すごい葛藤するので

下：「⾃分らしさって何だろう」と＝
＝すごく葛藤 素材

10:11:54;23 常に哲学しちゃうみたいな、そういうレベルなん
ですよ 下：常に哲学しちゃう

→⾮哲学者による「⾃⼰への再帰的問いを促すメディアとしての機能」認識
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（1）テレビ放送を通じて哲学者⾃⾝によって語られた哲学の内容については検討が
なされていない。
（2）実際にそこで⾔われる哲学がいわゆる⾃⼰啓発としてどれほど受容されうるの
か、既往研究に即して⽰されているとはいいがたい。

→哲学番組は基底的参照項の提⽰と権威の⾃明化による⾃⼰の対象化を、テレビと
いう媒体の性質を通じて実現しうるものであり、この点で確かに⾃⼰啓発メディア
との共通点を有するが、リスクの請け負いを迫る側⾯によって、⾃⼰の（肯定的）
具現化というよりも、再帰的な⾃⼰への問いをリスクとして提⽰しつつも促す「⾃
⼰の抽象化」メディアとしての機能を有しうる（そして、にもかかわらずそれは
「ブーム」を形作る）

結論
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ある種類の知識については、それが受容されるための条件として、受容者⾃⾝に
とっての有⽤性ばかりでなく、受容者⾃⾝にとってのリスクが重要でありうること
が⽰唆される。
コロナ禍が（改めて）可視化した問題の⼀つは、科学（技術）的知識が、⼈々の

⽣き⽅の選択、その主体としての⾃⼰に直結してしまいうるということだった。そ
のなかでも「陰謀論」に与した⼈々は、「⼈に社会から距離を置かせ、衰弱させる
ような活動」（サンデル）を、少数派を⾃認して展開していた⼈々だったと性格づ
けられるかもしれない。
有⽤で正確な知識の伝達・共有という問題の⽴て⽅から⼀旦距離を取って、「⾃
分ごと」として科学技術を捉える視⾓から、（サイエンス）コミュニケーションの
対象領域を拡張しうるだろう。

むすびに代えて



「⾃⼰啓発と科学」という主題定⽴の可能性
・⾝近に感じられない（⾮可知的、スピリチュアル）な科学的知識ほど、⾃⼰に引きつけた解釈の対象
になりうる
・「リスク」の内実・語り⽅
2021年4⽉29⽇午後2:15（2022年2⽉15⽇閲覧）

https://twitter.com/genki_sudo/status/1387636596392951813?lang=ja
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https://twitter.com/genki_sudo/status/1387636596392951813?lang=ja


［1］有⾺明恵，2021，『内容分析の⽅法［第2版］』ナカニシヤ出版．
［2］⼀⽅井祐⼦・横⼭広美「東⽇本⼤震災後，科学コミュニケーターは何ができたのか」『科学技
術コミュニケーション』(19): 57-70．
［3］稲岡⼤志，2019a，「「ポピュラー哲学」で哲学するためのブックガイド（特集１：ポピュ
ラー哲学）」『フィルカル――分 析哲学と⽂化をつなぐ』4(1): 18-46．
［4］―――――，2019b，「序⽂（シリーズ：ポピュラー哲学の現在）」『フィルカル――分析哲学と
⽂化をつなぐ』4(2): 200-201．
［5］牧野智和，2012，『⾃⼰啓発の時代――『⾃⼰』の⽂化社会学的探究』勁草書房．
［6］ ―――――，2015，『⽇常に侵⼊する⾃⼰啓発――⽣き⽅・⼿帳術・⽚づけ』勁草書房．
［7］増⽥泰⼦，2020，「⾼度経済成⻑期における『⾃⼰啓発』概念の成⽴」，⼤阪⼤学⼤学院⼈間
科学研究科1999年度博⼠論⽂.
［8］松井克⾏，2011，「⾼等学校公⺠科における討論授業の対象化と批判的分析――TV番組『ハー
バード⽩熱教室』の活⽤を通して」『社会系教科教育学研究』(23)：51-60．
［9］中塚健⼀，2015，「『哲学ブーム』と教職課程の「教育学⼅に関する⼀考察⼀⼀教職課程の講
義改善のために」『太成学院⼤学紀要』17(0): 215-221．

22

参考⽂献


